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建設部市街地対策課
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関連事業
年度

・生涯学習センター整備事業　・俳句のくにづくり拠点施設整備事業

　委託先

平成２０年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

再開発地区及びその周辺地区で事業を行おうとする事業者

（※対象件数

根拠法令・要綱等 中心市街地の活性化に関する法律　暮らしにぎわい再生事業制度要綱

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

100

　上野市駅前再開発、周辺整備、丸之内城郭ルネッサンス、
ふれあいプラザ活用整備等、行政実施事業と民間実施事業を
一体的に推進するための「暮らし・にぎわい再生事業計画」を
策定し、中心市街地活性化基本計画の数値目標達成に向け
た事業展開の検討を行った。

　平成20年度に「暮らし・にぎわい再生事業計画」を策定
業務が終了し、本年度は国の認定を受けるよう調整を行
う。
　事業計画における再開発ビルの公共公益床の整備に
ついて、より良い施設となるために必要な運営方針等を
担当課等と調整し、公共公益床のコーディネートを行う。
　また、周辺地域の民間事業についても意向や課題の掘
り起こしを行い、本格的な事業実施にむけてコーディネー
トを行っていく。
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(％)

　

平成１９年度 決算内容

　中心市街地活性化基本計画に盛り込まれた事業(行政実施事業及び民
間実施事業）について、「暮らし・にぎわい再生事業計画」を策定すること
により,、国からの支援が受けられることになるなど円滑な実施が可能にな
る。また、再開発事業と併せて周辺地域のリニューアルを行うことにより、
再開発事業の事業効果を高めることができる。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容
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コーディネート業務委託料
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0.50.5 人 3,600 人件費（Ｂ）

都市計画費

　 　

　 (千円)

市街地推進費

市街地整備推進事業

上野市駅前周辺地区暮らし・にぎわい再生事業

3,000　 Σ

総合評価 事業の方向性

9825

2822

事業の成果を測る指標

暮らし・にぎわい再生事業計画策
定進捗率

コーディネート業務による事業計
画の円滑な作成

評価項目 ポイント

3,600

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

　伊賀市中心市街地活性化基本計画を実効性の高いものとするため、基本計画記載事業を円滑実施する必要がある。
事業の円滑実施には、国庫補助の活用は不可欠であり、それを受けるために「暮らし・にぎわい再生事業計画」の策定
が新たに必要である。

　中心市街地活性化においては、再開発事業によるビル建設だけでは活性化につながらないため、当事業により生涯学
習センターをはじめとする公共公益床等の全体的なコーディネート、上野ふれあいプラザや新天地商店街、丸之内エリア
の駐車場整備などの周辺地域の整備にかかる事業計画を策定できたため、有効性は高い。

　暮らし･にぎわい再生事業計画の策定は達成できた。

　再開発事業と併せて周辺整備を行うことにより活性化が図れるため、事業効率は高い。また、行政だけでなく民間事業
者による整備も計画していることから、民間事業の促進が図れるため中心市街地活性化事業の効率性は高い。
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Ａ 現状維持
民間事業のコーディネートの際は、再開発事業のスケジュールや整備趣旨等との整合を図り、行政依存に
なり過ぎないように注意する。
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目標値

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


